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③マサカリ　④テジョウナ
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⑤ウスクリヨキで荒ぐりをする。④外側をカンナで仕上げる。
　　　　　　　　　　　　　　　中ぷくれの太鼓胴形につくる。
③ノミで手かけをつける。
⑧テジョウナで中を仕上げる。 ⑦ウスクリヨキとタチジョウナ⑥タチジョウナで中をくる。
　を交互に使って中をくる。
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前挽鋸による製材（『人倫訓蒙図覚』）
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木挽小屋（平面）
決こ日こ一人稼板めのいの日のぐをた場く他に家こ挽と合らに決のといい’とはめ建をたう＿決’ら築一。。日助一れなサこ　のリカたどクの
　　うウ日はつに　をこ一当雇た対　山ととをい゜し
　へもいも主こて　入あつらがれ’　るってつ持は日　前た’たち’当　に゜一゜’個で
まこ俵ワラ負つ「ミロ事
菖’麟鵠議冬㌶
　尺けニナま子房がッ
　（’ドコでとも’ヅ　四材ラウお呼のツレ　’木とジろばでヅL　五をい（しれあレを　んイ立う背たるっは着　）てワ中゜女た風た　くてラあそ衆゜を゜
ら背かてれが　通仕　だ申はつに　小た柱作四　をの若い負麦）を背でさ事冬と火’直入一屋がを業ノィ木しこ衆山のつワの一中きな着はいを一ぐる年の’挽を）挽たとがにもたラ下二であいは’う焚ム挽と中床そきすく小゜も四入の゜をにド背がの袖仕゜いロけ木’にれ’るら屋　あ～るて一なが山はが屋リいの一をい一で・な根ンで大ζ鵠ζ劃㍊詫き
Lてがルをコにスらた陵
を’あ（すがはギなり＿誘諮諮辮ぞ馨要
し中゜）でたしテいを＝茱渠言言9綜竣簡
ををいめ季板を樹親居三挽入つに間を使皮方小「いれた前と使つをが屋六た’と挽くつた利雑と×も一きがにた゜用木木五の晩に真寒゜居しで挽’
つ五時
た人に
）（はがそ’
木れ山
挽にオ
小負ヤ
屋いジ
を子（建と木てし挽
てて棟
そ女梁
こ衆）
でが一生一人活緒に
167　くらしと木
据挽で舟板を挽く
　　　　　　o削（力　　　　　　夕つ母リ板木　　　　　　テて屋ではを　　　　　　ビ作）一前．挽
　　　　　　キつ・ハ挽』く　　　　　　↓た大ツを…万け挽らむしに木。引ル使．法
’くに゜挽真を前゜一イき墨立挽そ尺夕’をてでれニバ切入て夕か寸サりれ挽テら（ミロるくにリ三をに゜こ挽ン六はイそと
くバ ’さタし゜
がに四んバて切’木勇だサ’り
前を）まミ前口挽たくまを挽のがてら、はで中動かいささ少心
●　　　　つ冨　　梁削て
なる挽
ど）い
はLた挽場が
か合’
なも柱
いあや
でつ梁
マたな
サ゜ど
力野は
リゲマ
でタサ
ヤ　　ク
マ
オ
ヤ
ジ
ブサ
ツク
ケリ
　ヨ　ウ
ウヤヤ
ケママ
トジイ
リマリ
ヤイ
マ
山一山・らか修一日らき出一山小○へはを業人当とな来っ小屋人入分給の前でなら高の屋ででつが料年の雇るばで山への組てつと数職わ゜’日の仕責を仕かしに人れ任作事なて応にて者つをいもじな働’てす゜らてるく
木仕る
挽事時
のを’
棟し三
梁た人
　゜～
う’まこ
゜日でと
三当は゜
年の’
目何ぞ
か分の
一当仕事
間を事に（もが入一ら全る
’う部こ
八仕終と嵩事わ゜
）、
い板
く挽
木
i挽
用
i語、
　
大
阪
ビ
キ
↓
o
カ
ブ
ビ
キ
↓
つ大ビに木こ挽はなビ木き講匡露㌶妾6匡訟
　　　挽の互ての○るてネいと　　　いでに製で彗゜挽ジたき
゜’ @た・挽材’）舟く棒　前゜桶いし横も材方を　　　このたたにのや法は挽　を　れ裏゜°し長家でさ　二　を（　まていの’ん　枚力底た’材鴨スだ　使　ブ）　 ’前木居工゜
o
ス
キ
ビ
キ
↓
くらしと木168
ニドラ負い（撮影：青木重孝氏）
オ
イ
コ
五オ
日ヤ
ヤジ
マガ
　タ
ヤ
マ
サ
キ
なり人山体きで四一を職親かし’かがっボ日人使人方にて山らもいタ半前つを’は仕小挽た仕餅日のて使材’事屋いな事を働職山つ木木をでたかなっい人かて商挽し木材つのいてをら材’とた挽木たでて半こ出木山ナ゜とを゜・そ食日うしにで
ジ　ー負ミ　緒い
に　に出
な　寝すつ　泊女
て　まの
うべ休呼て挽立しるみん売き木な゜のだる、をい　日゜°負買と　は　　いい身　山　　子’
ド
え
ツ
エ
ド
ラ
オ
イ
メエビキ
ムヂいロつ
宰七宏、‘
∪甥．享
に二つ上とら長ド麦だいスなドたのもついラワ゜たキつラ゜材いて材一ラ　゜ゾて負　木つ働木とで　　 　　　　　　　こイおい　をたくをよ作　れ（
りに
’使
休う
憩杖
す゜
る上
時部
はが
背又
負状
にニヲとをの
ニ　チ゜腰も
ド七ン賃にのラ層負金つをを）いをけ一使以Lもて二
を恋
山愛
小結
屋婚
ナ）
ジと
ミな
とる
よ者
んも
心切り前引き
169くらしと木
ヤ
マ
ノ
カ
ミ
リリ
ンン
ギバ
テ
ギ
負
い
ガ
負
い
ナ
ガ
モ
ン
負
い
六
尺
負
い
祀板るリ木がたい大してケんる二たっモ材一うセ下タ六休つりに台ンを背し大きて長ヤだよナ゜けンな二゜ナ駄（尺むた’一゜バ立負’切く負いキ゜うワ材’をど尺ニコ材コ（°ま
花山
やの
こ神
飯一
をと
供書
えい
たて゜
山
供小
え屋
るに
でてうそなてい材の木て゜の材傷出を大を挽
挽く
くた
時め
にの
’装
木置
を゜
載
せ
横にをす二黒木二つこ人柱を～けとでや四三る゜背鴨～かこ　負居八所と　いな人横の　’どの木で　横の男をき　歩重衆わな　きく
にを木二負を（ドウなローしまをドうナ三ラジど、’てわ肩ラとガ’はをを丸八材しとをきモ六使つ運太眉木て二腰はンLイわけぶの）を背ドに’と）な’°この水負ラっセよよいニワと長平いでけナんり゜ナタ）さに’さてコだ長　ワコ・のし腰さ背ウ゜い　でを枕スてをえ負ジナ普　背着木ギ運折’つをガ請　負て・ボ
ま
材
木
を
杖
に
も
た
せ
か
け
て
ツ
ク
リ
モ
ン
神
さ
ん
木
タ
イ
シ
講
でヨし出横六任飲太の正とのハマてすに尺者み子年月ネはッでかよし（の食ののにジデル切らうて一家い掛日木棒シ（れ伐な見’をを軸当挽でコ削目つ大て八持しをを仲たのるをた木’拐ちた掛決間た役）入゜のヨ）回゜けめがか目これ
とて
o　　、
マ
サ
カ
リ
こキ離つ長’た寄れでとかれた箱真゜りた’°らて゜が言宿合゜粗お幹’あをでつ末祓がヨ　っ唱はて　にいはキ　てえ聖’　扱をみを　責て徳そ　う
メエビキ
チョンガケヤスリ
｜
とll三　
　
ヒラヤスリ
くらしと木170
陰一一．
』ツブ
‘　：、乙＿．、、，
呈
　　　　　己二×　：．・
一ぽ苦lll二ぼ
イタバサミ　　繭
ノカ　ケ
コク　ツ
ギマ　Zリワ　ァ
ゴシ
シ
ラ
、一ｲ＝．＿．L．＿‥　 『＾ご㎡’
コ
シ
ナ
タ
ココ　　工不シロ　ダギ
ダギ　ハリ
イル　 ツ
ギ　　リ
リ
バ　 ソソ
ラ　　ママ
イ　イをタ　タと
　　　る
工木布根い腰一腰倒すヨ台たソ決ソ丸　を団伐゜に尺にし作キ切板マまマ太
ア廻のり
ザすこの
リ道と時
を具゜’
〈木挽の道具〉
出゜　尻
し　　に
た　　敷
り　　く
；　；
す　　製
り　　のを　　座
っ二った業を鋸゜をつををけ寸け木゜使をる（るを
ナ三小必タ○さ要
゜～なな
刃三台長先六切さの弓鋸に
カ）°切
ギ゜一るが　尺゜無　～
つ使
てつ倒て
し木
1たを
木伐
のり
枝倒
をす
落゜
と
とてと四らいつ角
なるてにい　　゜か肖1」
で　らる丸　挽゜太　い
の　た
ま　板
ま　　゜
挽　幅
い　が
コ
シ
ガ
ヌ
ケ
ル
ヤ
キ
ガ
モ
ド
ル
キハ
リラ
コを
ミオ
をト
イス
レ
る置鋸一焼鋸くスルチ゜くを枚入のすリ　ョと陽つれ切る（鋸ン’のっをれ゜平歯の
鉄当焼し味
がた入てが延るれも悪び場をらく
て所すうな使やる゜る
い火゜焼とにの　入鍛くそ　れ冶くば　鋏屋
なに　でで
リくを
）な平
でるヤ切とス
り切リ
込りでみ込削
をみる
深ヤ゜
　　チ
　　ヨ　　ン　　を
　　カ
　　ケ
　　ル
（ン図を鋸
版作歯
）るに
　゜チ
　　ヨ　　ンガ
ケ
ヤ
ス
リ
で
チ
ヨ
ウ
ワ
メ
ア
ザ
リ
ダ
シ
（出のクどのとアでてす図す手リ軟通でザに変る版゜前ならり’リはえ゜）　のどかをこと五る木　　方のいよれい年゜の　　は堅木くをうく鋸堅狭木はす歯のらこいくは多るをはいし軟’少く　゜交鋸からら
先な出ス互歯かえかのくしギにのつがい方出’・出ソたでにはすカマしリ゜き合広゜シッ’の　るわく鋸・な鋸こ　ませ
ユ71　くらしと木
葱木　口　の
　芯
　き
※を　打　つ
一r　l　　　　｛
＼茎レ、、
　し　ロ
、．w頬漢
、
1　　　　、『　、，”
L．＿二．、．．・　　，
木
鞭藪ひ1・・纏
チョンガケヤスリをかける
一
懸
竃‡
華
i↓要璽
歪‡ll
羅霧
　　～∠・褒，
木の皮をむく
〕’
ゴ蟻
醒
「心墨」を打つ
’縫窯縫
くらしと木172
芝轟
スエ挽き
173くらしと木
スエ挽き
　　　　　　　灘
　　　　　ハナ割リ
　　’・塗＼・
蕊織
ハナ割り
儂
智
桶結い（『職人尽発句合』）
商へ江　とたい　いフ下国まし゜た桶た゜リ辻たてそ゜は゜一陶村’成の普生と磁相rりた通産あヲ場佐立めのにる立佐渡つ桶家生こツ助相て屋で活と゜、川いはもにか宝京志たこ五あら永都』わん○ら’二庄にけな～ゆ佐年五次でに六る渡当郎のあた○とで国ト記るく個こは夷言述゜さのろ宝町フが永二者あ
二店越る
（ヲ後゜一出新一七シ潟近
ん桶で
居を利
て持用
もつさ
商てれ
売いて
　下人東村　つでるこ久・浜善天たの前今の知羽地兵保゜日はの
の
村
に
桶
職
人
が
数
人
ず
つ
よ三二域衛九う人生のに（
にと一桶提一’な人屋出八
ど㍉惣年　　　、椎出三一当魏
人みか動
．るらの河と’時崎’た’四大と上人川え山
・三ば田
常’よ
生スう
活ギに
にの　、
お板プ
けとラ
る竹ス
ーのチ入タツ
れガク
物で製
一での
とき容
した器
て桶が
のが使
主’用役家さ
だ庭れ
くらしと木174
ま技屋日五
た術四雇五忙を八五文し持文二’
かつと文畳つたあ’さ
た職る女しこ人゜日五とでこ雇二
袈㌍。曇認舗、詫㌍羅婆群岳村魏ζ謡
こと文かれのか一のとた　）は寸がル゜料こにの多’°た）とか’やに取村一仕し’ @一平（必ク桶とれ木桶種大佐め年
ら職きき’を職新て庭ご　　　　　　　　　　　板か）たつブギ山とはあのわん陶
職’元のローそ一修窃
工れ一理の（に七や製一新八タ作日保一ガの）村）の他分の年掛にの計にけ’
（なタらのを太い’材二規ケ伐部避）た桶料’格とつ分けを゜・と六サよたはて伐木樽なヲイぶ゜大良り挽材る）ズ゜長き材’はをスにで（さなの桶桶調ギ挽もこは一中屋や達のいあの一枚かに樽しあ
入・も5
る小桶な
醸さをか造い利っ
用も用た
ののしょ仕はたう
込柄ので桶杓だ’
　　　　　　　　　　　　〉蘂
江戸時代後期に描かれた「相川金山絵図（部分）」（相川郷土博物館蔵）
坑内の排水用に桶が使用されている。
長佐　がさ渡と推
がでこ察
三一うさ間樋でれ　一　、る　五と種・’よ類
四ばの邑詫
瓢だ中
　ろで相うも
川。特
金こ殊
銀のな
山樋も
ではの地’は
175　くらしと木
たれ佐多　さ在そ抜　たの渡水リそ洋下味が渡さこれ郷のき樋こに相上家しのの噌’のとのるにたのはとは川輪大て一排　　　’よよ払めト’が普志ヲエ’ア水な北桶ど海’・三ううい’ン相わ通』伝加一ル用の道樽間にに下寛ネ川かの）授賀寛キに
展移高作にの出いる居要さも技た・因れの術と
とたとのさも特しあれな産たつるつ品゜た職たでそこ入゜もしとの
　あてが数　つそ　’の
主讃活
窪環
は一つが水）て・田年不鉱
のに要山
潅奉との概行な疎に所つ水利かた（用ら゜水
たこト門上同の技の旨’言じ作　　ロ術水フ忠フも動が上。右者の原必輪L衛此で理要を（門国あはだ作rヨへる’つる佐リ渡゜西
② 　　　　　　⑥　⑦
　　　　　　　　　　　　　　，　，／→
⑧
　　　　　　 　 　　アコニ墓蒙墾藝，醸叢叢きξ二
桶屋の道具 ①正直力ンナ　②ヘラ　③腹あて　④モミギリ　⑤外丸カンナ⑥内丸ナタ　⑦ナタ　⑧内セン⑨フシヌキ⑩タガヒキナタ
⑪くみ棒　⑫桶型
くらしと木176
’・一’ Q’『　・s i苛灘鐡1・籾
、く＝一黶D＿サカナオケ
エバチ
カスシメ
祝言の角樽
・1，．．
桶太鼓
（相川郷土博物館蔵）
”毯 彦㌘
灌瀧に使われる樋
藻
177　くらしと木
←フ’
ダンキダル
オボケ
墾
嚢．，・
運ツノダル
チョウズバチ
翻
　　ニン惜’‘“
馳》’
　　ミズクミオケ
｝
囎
織
薄i＝一鰯「
マ．き、ピン
テツケオケ
モモオケ
テオケ
い
ろ
い
う
な
1桶
くらしと木178
幾彦
ウチオケ（塩浜用）
　　マ　ゲ
㌃、
翻
　　マド
オヒツ
・難ノ
こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
ナガオケ
ハンギリ
179　くらしと木
　　　　　　　　、
難欝1
　　二．。
　　　　　　良劃
　　　　口　　　’　　＜
ミズオケ（舟で使用）
↓’、．
　　　　　　㍑・
　’総’
　難総議鰯’
サカダル
鳥・i繋
職をし戸一　い及てに加’期下まうし久日対えさの駄た゜たし本したら末屋’　のい人て゜にのは柳比L明頃比田較と治に較国的記にな的男新し入つ新はし’つてしrいそて’い明このか盛商治と職らん売大を業突にで正示の如商あ史唆発と品つ世し生しのた相てがて種゜篇い他生類そ』るの産をれの゜木の増が中
　工量加江で
は゜の
江下履
戸駄き
時は物
代古が
にく　’
入か下つら駄
て用や
かい草
らら履
のれか
こてりとい靴
でたに
あがかる’わ
と普つ
　　　　さ渡　同発れか八明流の料内がの作で佐下下下れ郡しじ生’ら九治行木でであとりはま
職○○○人四〇〇
の五〇〇生梱足足
産
だ二
け○
で四四四は六二〇
島○○○
内円円円
の
需　　新要〃〃潟苔　；
に治た
’四と
下一思
駄（わ
に一れ
関九る係○°
し八
た）
次年
のの
輸r入新
品潟
が県
記佐
くらしと木180
欝1・
両溝弩へ陸揚げされた下駄の材料（昭和初期）
と　にりが　がつ大にい下し（よ下うて量合い駄たコい駄かかにわ’の゜ウとはがら輸な
　下材一駄料　屋を　が山　木中　挽で　を伐　雇採　うす　なる　どこ　しと　てを材一
料下
を駄
調山
達L
クいキえ佐入かルわりる渡しつミれの゜でてた）る木　もいよ・がで　下るうデ’作　駄゜で
ロ　佐　つ　　　が　こ　　、
・渡た　’うしセでも　爆しかンはの　発たもなぞが　的資材どの軽　に料料の他く　普かの木にて　及らキも’履　し近リ下ヤき　た代の駄マ心　こに木材ギ地　と入も
いを彗しはのと　し出二）た六もえキたす○に゜尺のばリ゜こ個木ま五で’のと’ず取た寸は長木
もつつはの、さはあ’束た’長一六一
つねも長さ○尺玉た’のさに本五L°三を八切で寸と
　つ火寸つ一（い　重で（た玉二う　ね煩二後とち単　にし四’い）位　し’弩負う直で　て軽）い゜径売　負く幅子伐三買　いな四がり寸さ
　子つ寸山だ（れ　がた（かし九た　背材一らた弓゜　負料二出木）た
下駄山出張所（昭和初期）
181くらしと木
　　　づへ　ゐ
“　迂罫ドー『
塗　師（『職人尽発句合』）
　轟、
⌒一’
高杯
麟鯵騨蓬織
　’渓塁　　≡窮”　ヤ　　　　　　　　　セ　灘　　豪1・
　　　唱7，一　メ
あ湿　い弥にらに漆にる度一る生もは接をす木とが般゜時漆漆着使る工
い高にわい離れた島てめや
いに半る漆島
竃
鷲
曇
代製器剤つた品の品類とためを下ががし道’美畑み出て具漆し遺ら土使のやく跡れしわ歴柿まかる、れ史渋たら゜古てはを長朱佐墳い古塗い塗渡時てくる使りで代’、ご用のもの縄石とに漆’古文器が耐器畑墳時時考えが野副代代えら出町葬のにられ土に品遺はれるしあの跡すたよてる中かで゜う
　切江こ後　い使なンまな戸の山慶うつどキ柿たも時時の長゜たのな渋
　 　　　璽
　　　　丸盆　　　産・佐に木年
右蝋本七覚。。のてが雛鞠
’の代代検五佐ののの地（渡一初史帳一でっめ料に六
齢詩藻8生た・でノ）
全製額藁擁る雀肇薗詩詫票
人は保る漆六上るそ渡提地　　　　　　　　　　　　漆おい行の太六゜木（帳小う地供域　　　　　　　　　　　　がりるつ者郎年その一之倉し域しだ　大’°た
゜塗どは
漁装の’網に化ごや使学く延わ塗一縄れ装般も’剤的
柿まのな渋た出防を漆る腐塗の以着
る下前色
と塗’剤
長り下で持に見あちも板つ
し柿・た
た渋床゜
とを板ぺ
くらしと木　182
箱膳
よめさん膳 むごさん膳
を
一ヌ
チ
屋
ヌ
ツ
チ
屋
一
　要の材の　（Orた一〇が佐がよは接漆税一子こ六本’渡あう軽着は金本御と人以計でっにい剤塗）の年がも上四はた有のとりを漆貢わおの五塗も益でし物納木可かり漆六師のな漁てにめか納る’を本
　o
樹さ服作液れのり
もた原の相゜料時当漆にになはし舟需こ’板
二』安格久持分に永的三つ七よ九な郎て厘れ（漆のい一　｛ま一　力、三　た
毛’七き三゜も滝八の本その平○村をの漆で）で筆う木は年あ頭ち役二のつに一
新穂膳
子プγ4
末武杢太郎が作っていた膳
職に立等　平でつた膳の穂な入はテ有r五なて゜と代とどが’シ之佐組く新佐新表新と
い全申゜渡’　　　　　　’町渡町と町よて島候其四重中膳の椀もはび’二L外民箱農や風はい佐’新八と町風な以新習遅え渡島穂人あ二俗ど上町とくるを内纏墾る誌霧舗と灘袋量
の師ま部新？る三’島椀すに鶴美麟誌碧三雛㌶
籏鶏碧弩熱纏ぞ誤1
塗穂（ノーてしたまをいのた師に一細椀いくなかまた産が職は八工師たはいなか゜地’の一三塗’と皆者いなごで中中〇八共砥い朱はLつの’で心人）二石うの富とて新漆も地の年仕山゜壼裕いき穂器新
183　くらしと木
廷拶’
　こ二．
新町椀　　瀬戸物が一般化する以前は
　　日常用だった
　ブのに　夫な食　ご縁的角だ明1交漆海な厚器瀬の日なのつ治ム流を府出手と戸膳が膳小たのには塗や来のし物が多でさ゜中盛なる河で頑てのよくあな新頃んか仕崎塗丈使茶く’る足穂’につ事方りなわ碗売国゜の膳井なたが面も椀れがれ中新つは内つと主に堅でて普たの穂いスのたいでもか’い及と中にたギ末のい’塗つ乱たすい央は’材武で’新師た暴゜るう部山どを杢あ明町がとに新以゜と王こ素太ろ治やいい扱町前郎う以新たうつ椀’と゜後穂が゜ては新；匡羅
人　宅椀具が　の塗や’湊　新師家
に　築と屋
も’町
壊や椀
れやが
な大日
いぶ常
丈りの
い市の地
うや家に
地善にし
の光もて利寺あ’を市つ四
得なた隅てど一に’の般三
漆てず料　地人河設困　いく始加　でりか出をしかの戦がな崎立難昭う’め藤そ”らて扱まに出後ほど六さに和゜盛た岩の末塗戸’えづ仏現はぼの人せな一るた壇な’把職’たり五　゜塗ど漆握入夷゜’（職人塗にでのでた六そ漆一は師そ佐枯きち入のを九
曙生業・と
にのかは混減塗さす乱つ装れつ’
て店そか漆しにだりにま変け衰代
つわにえわたりな’る
゜’ ﾂわ塗
゜五加業年
こ人し者’れ’たが戦で新者佐争当穂は渡で時四’漆資の人新工材塗’町業の物小九組入の川人合手産四’をが
んが吉後武師嶋塗な’が’がも・物頃や工俵そ新前’には場屋れ潟川主はりを町をのとに八新作（販内い膳人潟り現売山うのくか’在しと二生らら職のたい人産いの人両゜うのとの職を津
職人集’市
人がめ浜
た多て田ちか膳）
がつののいた製塗
たら造師
としを’
人木販
が地売
塗師を
るが始
と来め
いてた
う膳゜
分を新
業作潟
くらしと木184
か一さつも一お一ど一ち一の住　一らそそのとにえ寺いこはゆ今村ほみとむ赤おうんうるやえにいかあう夜へうつこかい　　　　゜（’おえの’たひ托しかろし顔寺いな（にうそllそllそさ’おいんと鉢るなカ1あの
いてうどこあうまお寺くで晩にとく　るお
つ’ ｵうにるかりら持ら’遅来’て舌と化1議議匡i議㌶…ξξど
ら家お）てもな’でう一托）ら
な夕か　鉢’こる飯L　にごのほに　　歩前村どよ　　いさに半ば　　たん古分れ　　らが寺腐て　　’おがっ’ @　どらあたそ　　うれるよれ　　だ困け
れLてか
ら
修
行
し
て
、
そ
れ
か
ら
あ
げ
ま
す
け
も
、
ご
前
さ
ん
；≒設ぎ
　　さおんためて　んつがとも　がたたさら　日゜た゜え　暮　ん
ん　れ　でか　方　（L　そ　　ll
たうき’ F寺
民　づ泊話こけ・佐’こら井渡
一でれ坪で赤’たなは，い小民ど’顔木話各漆iののが地はお桃あに富化井る’のけユ゜一源一リ　漆にをさ　千も紹ん　樽な介の　・つし語　朱たたつ　千゜いた　樽田゜同　一切
　じ　と須　形　定・　の　義小
漆’
i千
、樽
●
朱
i千
…樽
iの
に一あ一れ明と一かん　もと一よ張と一つ一前と一ラ　つうrなるえたけもはんださんもこうりもさてウさもはサほぱなウんやえ家るてて゜もあはてりなあてあ小ルんててラうり古ルだ一’へと”　 ん’奥’やもげ”さシの’まサし出寺
シ知
千ら
ばん
いが
、　　、
朱赤
千い
ば顔
いの
』も
ちん
ゆが
う出
たて
が’
のた
うし
一か
ばい急夜どかついのうなてで明し’” ｯりそそよるあんのんの’な話べをえもをなじえんし（つだがたllとろな゜昨待うんほ晩つ’でう）とま出し夕つあるた飯てLはらに’ず’呼夜
が　ばが
てのもと
　　　ヂ　　 ヂ　」つ　つお前たた
つさ゜ら
しそのふ　’んてふなえ千寝うあラてえだ’う方とおが）とん声ばとつ’つ’てつおしへんつ’みんだでいるら誰とト’たつたいをかそたを声そ’ねうか戸ロそがからつかなこらちがう朱きっ来をトの’の’てぶえに’よしい千（らた開ロ晩まうそしつ一立赤つるうばllしんけつそあ　 　　　　　　　　　　　　　　、
かん
のは
う若
てえ
らこ
ち前
あさ
、
す
う
つ
と
そ
の
ついとがたいそとだるとこと顔’L°一ばつか音寝に畳るのひ゜うつ
　くた
　につ　目て
　鼻（
　もll
　な引
　え　つ
）たしがぶ寝をまられしろた二で’んるう゜’誰こが゜とだん一
来だ
てあ
、　　、
　ご
し
た
ら
、
サ
じ
よ
う
も
ひ
185　くらしと木
豊岡の山中にある漆木の大木
さ一な一も一のてち一村の　て　居一一んうついごは寺’ゆこに頃そいそれそそがんてい前あにようん托四れつうえうんお”えさ’居した晩鉢’かていんはならそど’んいれよ゜ひに五らしう（いばれうつおはくえしそとや○まもて11うか困かこら’らん’こ晩つにあう’居てなつ’ 烽?ｨもここの泊てな’たそるもことそお’寺泊とのとめきるし゜のこ’とるん寺ど持まももうててよばがなはうちつあんさく’うら’ら持しだてるなんれなこつんかくめらはLんのとぼどだえ年’な村れううさともそらのせ（だれ’とのぞ古んllの’そつこの寺L道Lそうと前寺に　心　れ思るさに’坊にうしん泊ご　）　して’をま前　に　て’あみ
なく
こす
前る
さと
ん、
がこ
、ん
まだ
たあ
そ、
の年
若とおが
えがらあ
ごである
前きとも
さなてん
んいもだは）’か
’L?ｳと　んLつ　な
と　寺
と　に
出　は
け一うのと一下そと一ほつ一と一つ一目と一誰眠　にち一りもはた下もはにのもはうてウもこてウ鼻もはだろほなゆほこんて゜のててももててしそルてり小ルのてて入ううつううんが’　ほ’まぐん’まるうシ’やさシな’まっとうたこ’で
おこ
るり
にや
ちあ
が’
え不
な思
え議
’だ
こ　、
んな
なに
古か
寺あ
だす
しこ
一に
　化
う縁ありはそあとい千じあえ千えじあてしし゜とほくへの・こ・れ’こうばつ’声ばよつ’きたて　にんれい下どんしか戸前ていとなでいうと誰たら’　ななり
つつだ
とたろ
地らう
面’Lにだ
消ん
えだ
てん
し本
も堂
誘ミ聾瀦㍉菓設㍉謬芙
そいい
ろっっ
そてた
うみが
　　　 　　た歩と
いこ
てろ
縁が
の、
す
う
つ
と
出
て
い
つ
た
o
とろ
つい
たこ
らと
、い
まう
たが
、L
へおがきつLてた
’ら
　、
　赤
　い　顔
　の
o謡薩き
鶉
誤
㌔
薗三
㌍
’と
つらや
て’助
、そか
そうる
のしが
晩てLそも
のら
寺お
にう
泊か
ま一
る
こ
と
くらしと木186
安らんをちて化一たこちが一ふつ　てカな一のう化のなと閑しでみゆくけこ゜んゆえはうてさきチつさ下こけ若のもとて・んうれもりさだうなあいみあたンてあのともえ家て§詣芒；齢て勲て㍉cピ゜㍍ごき髪禁経
え前そてにち世ごみ黒そそりて’ん　　　　　　　　　　　　　　　　んなこをつ姿＿をれ
　　寺やてい（　にら’かr　お’そら南　さ寺の’佐　まの金そ渡　つ造でのの　て作村朱民　 ’をのと
話　末しもウ』　長るんル）　うやよシ
謬’註舗
もえ
んえ
のも
あん
りだ
かし
を’
教宝
えの
ル㍑ち
シなるゆの掘もう
かっした
めてれががみん、出た一朱
てら　にき’　ち
なぞ
もる
んお
がそ
、る
ちそ
やの
あふ
んた
とを
’と
：藷該麓雛
メみまし板を古しと2㌍簾理まぎ
うほちなぐて引ほおなうゆつつみっうりもしうとてん返してんたこる、かして’がらと゜本ちて’さ出’に　堂ゆ’村き
天保9年漆木役を納めた村
　　　　（出典1『新穂村史』）
∫よ笥下情滋一饗
天保9年塗師分布（出典：r新穂村史』）
187　くらしと木
こ
の
頃
は
ま
輪竹ひき
だ（記但五八四九二二七
欝金福謡≡賠
緬認晶器案
力1付　　　　＿
江整＿七＿六二三£
　ノ　戸貫一ニー九五一〇時七七九八〇六七一代一貫貫貫貫貫貫貫末八文六九四一八二期文　〇八〇六五二の替　〇八〇四二八あ）　文文文文文文
竹藤大大篠小大の箕小小竹唐小皮　籠ざ　竹竹笠　　る
　一　六　　五
　性　もヤ（（　に竹なダ孟真佐1富・るケ宗竹渡　み笹と（竹・は　’類い雌）苦竹　いのわ矢な竹細1ろ有れ竹ど）工
　い用て）、、の　ろ植いな笹ハ盛　な物るど類チん　細と゜とでクな工し　そも（島がて　のヤ淡でしの　種ダ竹’や利　類ケ）竹す点　は（’のくは　二矢モ種”　 ○竹ウ類ま軽　種）ソもたく　以’ウマ耐弾　上メチダ水力　にンクケ
でき　千か筑　き垣食筑性あ上寛種らや細た・事なをつげ政遺竹籠工゜屋・どもた記一跡をが用゜録二か利作の　に（ら用ら竹　よ一もしれは　る八旅てて古　と○がおいく　’○出りたは　竹）土’°シ　類年し金まノ　ののて井たダ　他rい町佐ケ　国他るに渡（　出国゜あの篠高出
は物
次品
の』
よの
う書
る人竹
弥た）
生ちを
時は使
代古い
のく　’
根信のつ材仰竹て
・・ ﾗい壁遊工る
材戯のこ
ななほと
どどかでのの’あ
建各農る築方耕゜
用面・佐材に漁渡に利携で
も用・も
用さ運竹
いれ搬は
リ　　　ヘ　　　　　へり　　’
れま土籠てた木や
くらしと木188
　　　　　　ノ　　　 ロ　　鞠齪；
　　　．　．
輪竹道具
も二　、ソ
灘潔
k・『 @「ジ
にと町r　れとノ佐近製た一あ）佐江て壁ダ渡い品り民るL渡戸いのケでこでか業゜の四時なコのはとあら’ま項民代かマ系旅もるマ男たに風のつイ統やあ輪ダ八r一俗こたにの籠つ竹ケ
　　　　　　と葺のる面に工真仕の籠　　　　　　んきは゜へ加四野出真が　　　　　　ど屋すし距工十村し野主一L?ｬ流　活根べか離し人の゜四で　用のてし的た’項L日’　さ骨シ’に半
　　　　　　　　　　　　　　　こもつめへ　なが荷細藁　　　　　　　　　　　　　　　のなたて入ま産’一工細　　　　　　　　　　　　　　しこつと作婿た地江と六工　　　　　　　　　　　　　　かとていりし’だ戸記十四　　　　　　輪竹　　　　　　　しも佐う’た天つ中さ五十　　　　　　　　　　　　　　佐そ渡゜こ風保た期れ人一
　　　　　　　　　か康にいケ渡のに明れ間二こかてi人とマ郎開年あ業へ（
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　、熟翻豊聾瀦3
佐るか細（残け郡身渡。ら工一しるかででこ新講九た佐ら明のれ井習一人渡佐治最が岩所○物の渡四初’次を）で産郡○
なにケっ時つ主海表っながい点た産運的一四たる佐てでと地業な口日この渡考も思との竹付町とはのえまわな衰製旅かが’竹ただれる退品Lらき深細人マるがにとを小つ井工はダ゜’とな初木
けの大業
て真＝竹の野百細
そ町荷工のの’五代あ小人表た五’
的り百藁
189　くらしと木
講 　の面竹か経の坪種内あ大で積林け営産井をのる翌正あの面に法物にあ竹坪明時る三積っ』と随げ林井治　　　　　（し行てを伊四代゜分はとに　の六め昭てし栽調助四な　二〇る和のた培査を年歪謡［言融顯㌫
金　た歩に刊性和塑歩へ井
得鵯薯詣鷺ミ鍵
鏡纂㍍齢1喜設貴
　　大はくし’賢とケ’の在の　切新にて後吉し・坪竹金　な潟当一にでたハ井林井　資県時般r’°チはの町源内のへ重川こク’専）　だの佐の要上のな佐門を　 つ竹渡呼竹は時ど渡家中　た林のび林竹’六島で
’散こ品あを保細友たにこしのをた創にエ広゜新こた同作る設’のカ1大し
でが志りとし仲指　正い育’団だと’川導金四竹纏畠k隠差溺理
狂二舞難曇溺；t
罵≧㌶豊ぽ竪歪
散し九出籠て志たに東着らた）しな竹団大よ京すば役年たど細竹正りのるり割ま゜の工細六来竹よ’はで　新の工年島芸う現大続　し指講にし家に在きき　い導習は’岡な
く解　製に所新竹田つ心　曇謎議藁一
くらしと木190
　　ゴザ目編み　　　　　　四つ目編み　　　　　　麻の葉くずし　　　　　六角目編み
　　菊　底　　　　　　　四つ目筏底　　　　　　あじろ編み　　　　’　　松葉編み
ま途現は導　と野のが　け細が講奨　まつをすか所昭な）籠進一ら工つ習励こでたたるらが和つをのみ方れ奨て会しうの゜ど時れ開二た中需漁’た励いを始し佐　り代た設七゜心要獲シの費く開めた渡
’にがさ（
現な’れ一在る次’九でと第技五はとに術二ほも竹者）とににの年ん’と養’ど竹つ成赤
の工てと泊人業代新にが者わ製県転もる品立業減製ののし少品開竹
てのが発工し一出が指
にががノでを゜きた動の盛多増ダあ計ま’°き竹んく加ケる上たそ岩に細になすを゜し松れ首触工製りる使造’につ
さ四とたれ日も竹
’町な細
農・つ工家浜ても
の中’網重（魚漁要真の業
な野出の副町荷技業真用術
’ケが村発を
そ崎後でさ支れ村のはれえはで竹大てて大は工正’き正村組七町た五の合～村の～歳設八でで九出立年もあ年予へに竹るま算と竹産゜でにつ細業続竹な工を
191くらしと木
嚇佐渡の伝統的な茅葺き屋根（民家・四ツ屋根）
オオギノマ：
家
に
も
つ
と
も
多
い
形
の
ク
ズ
（オオコ〕
（オオコ）
倉
正面
　　　　　リ　　　オオコ、二．二・．ピオオコ
F：：オオギノマ　　　∴’．・’　煙出し
　　　　．．　　．　　　　　　　．　．　■、’
屋根の部分名称（四ツ屋根）
側面
の　　はる
もそ”佐のれ大特渡に以正定に対前かの美しのら職的’佐昭人な
r渡和集要佐のの団素渡伝初にを屋統めよ伴根的のるつ一なこ屋たと茅と根一で葺で葺越もきあき後い屋つが流う根た流Lべは゜行とき越　 しい
実後　たわ用流　のれ
　ま屋　本屋つ根佐位根た葺渡の葺゜きで’
き
に
　でうで　で自を合　団がうへか葺のは佐あLもまあ然中わ屋へ出しもらい人’渡っと一たるに心な根と現た出技てが元のたい人’°屋にいを発し段稼術い集来　　　　　　根仕と葺展’階ぎのたま専民。い前屋’の根
日ホ葺
当ンき
はチは棟ンー梁（テ以本コ下賃（全）未員を熟平も者等ら）
量言隻已詣舗；ぞ募
雛㌍き罐韓鵠職鰹挟壕墓ξ繍§余
でれい同　専専う以’な輻
きもた士　業業に外そがりて決めの　のとなのうらずきま’呼　職すりとし屋’たり棟吸　人る’こた根村の’梁が　集人ころ中を中
職はむ
人茅し
も葺ろ
最き質近屋素
で根な
はをも
ほクの
とズで
ん屋あ
ど根つ
いとた
なよ゜
くぶ
なが
つ　 、
てこ
しの
くらしと木192
‖H
ll
］
藝
il
∬
『
l
li
諮・騨分 @ハサミ
｝≧．轟≡ご⊇擾嘉㌶；《攣簾
パ
リ
カマ
屋根葺き道具
　　てム葺要にと　　いシきなか一　　た（替量け度　　　。茅えをて霜　　　頼る確、に　　　呈琴鱗
　　　ぱ摘元
　　　り持ののの　　　亘寄灘
　　　根ついでた　　　のて地毎一巴聾撃鴛百
　　　替’はりか　　　えカ’取ら
オ屋ウい煙一ガ根ター出ヨ
ラのッミしッな材屋ノを屋ど料根コつ根をにL屋けL使はな根たでうカどLr’カミ　ヤ　カミ　◆　本　こ
’・ ?齡jのおヨるゴ風他もシ゜へ屋にな（　イ根は材ア　屋一屋料シ　根’根は）　L寺のカ・　’社正ヤム　堂の面でギ　に屋に
一葺マしりズ八きエまか屋六替ノうら根六えコ゜葺は）てウ耐き面年い・用終積のるウ年えの屋゜シ数る大
，根
葺
き
替
え
記
録
＝
石
ロはま小
ノ平でにコ均のか
ウニエかな○程わ
ど～をらと三ほず部○ぼ’分年一古
笠根ラこわしめを’使げをにのろす’の通五うのかあ茎ま）屋竹す層゜段ぶがのでの根やた）　階つつ部下にの足めの　でてた分に使表場のも　ハ屋゜）はうかを穴の　グ根上でハ゜らとがが　チ
ツキに三ヤめ・ダ四をヤ柄切で何よヤのら根
　杭
）
の
代
用
に
使
はさのを出くケがにたか道ヤし使たけ具キて用いたのをきすて゜種使てる’　類い使゜屋　は’う柄根　少
193　くらしと木
サラガヤ
プチ ノ
タテヤナカ
?Rヤナカ≧重三暢ii影
ヤ
．zご』　1　「
　．’元，．㌶　　　　’
棚㌣コツラー一
〈釆ワラユ束を 1者下にか呑づける）
バグチ 屋根の部分名称
だ　①　を屋i御谷゜足足屋葺根i蔵口　場場根きは：二　のを葺替寅家軒谷　こ組きえ年蛙は部
　とむ作てに別三家　を　業い葺か年文
ヨ道
中L
ヨ歩
き
か
けL
な
ど
と
呼
ん
誌垂舞
　⊇ミりには々
　え’葺四屋　る部’年根　゜分後目葺　　的かにき　　にた葺廻　　屋か廻り　　根やり’
　　　⑦りきに　⑥をダヤ　⑤るで　④さまそ　③ハを　②⑧ミ屋棟屋そ口す棟屋葺ケ（力屋゜ブハ屋えたの古屋グはま屋ザ根に根ろをるの根いで古ヤ根　チリ根るそ上屋根チぐず根ラをトをえコ（部をてお茅をを　を穴を゜のに根をのる棟をを葺夕葺るテヨ分葺いさ）プ葺編くンく゜でコはくくえをチくむ六（五
〇　　　二出
　　目現
在
は
針
金
を
使
つ
て
い
る
が
、
昔
は
杉
皮
で
あ
つ
た
）
を
か
け
る
o
たガカ四゜るのダ三たヤヤ
いをを
て葺横
そくにうと並
えいベヘ　　ロ　　　へ　つさ）三
ら゜角
にヨ形・
ハコにサガな
ミヤる
でのよ
切葺う
゜せケ
こ　、で
のさお
動らさ
作にえ
をサた
繰ラら
りガそ
返ヤのしを上
行のに
いせハ
’てグ
屋プリ
根チガ
一に葺
力縄く
　ゆ　　 　メ古＿ム通
クし
リ表
Lかとら
い裏
うに
し突
ぱき
り通
かす
た゜「
でそ
しの
ば縄
上長か葺コ゜のは
にいらくヅ屋ミぐブまは一ラ根ザるチ『まぐ　のはラ
とのっ　上’を呼丁た　ま下は
ぶ；宣
；・薯
・舗薯
のいな
せ茅長
　’一さ
カをにヤ敷切
をくり
お゜’
で地ず
はにし
ぐム’
るギト
゜ワタ
　ラン　を（　敷昔
　きは
　並杉　べ皮
　た）
くらしと木194
乏1
↑
〉　　．　●　　「　．
｡．｡　．　■　・
f：：・号：
A・・二・’：‘　　　●　・　　　　　　．
1こちこ
■．■●．　　　・
P：∵ご．1　ブ∵1：二・．
カヨコ
チ
ヤ
　　　　　　　ヨコヤナカ
ブチのしばりかた（カメムクリ）
ψ
足場は2尺間隔にとりっける
棟をはぐる
195　くらしと木
　の　お金　⑨はま熟屋さ（ミ屋アた練根え昔ザ根ミ’者はるはラをソ昭が隅゜カを葺と和こをこケ棟くい二れ葺れソに七う五にくをとか（あの一いけ一たが棟うる九つとをワ゜五たくくラグ○°にる縄シ）　むむ）を
年
こ
ろ
ま
で
は
棟
を
ずLを差かととししいり’
くう’こ
’° ~れか　ザかな　ラらり　を針
2
フ
縄
を
使
つ
て
編
ん
だ
o
いうきいくう字’きる゜と御’み
　棟神一終
　の酒水え　両をLる　端そとと　のない’
　二えつコ　か’字テ
　所そにと　にれなハ　注をるり　い道よと　で具う力
　拝でにマ　ん作そを　だつれ棟
　もたぞに　の水れも　だとをつ　とい置て
葺き口をコテでたたいてそろえる 　　　ブチでカヤをおさえる
ハサミで切リそろえる パリ穴に縄を通しバリを突き通す
　　ミザラを棟にとりっける　　　　　　　　　　　ハリトリはヤナカに縄をまわし
　　　　　　　　　　　　　　　　　それをバリ穴に再び通す
くらしと木196
